
【空調機の静圧がマイナス圧になる場合】

　・ウォーターベストは大気圧下で内部に２０ｍｍの水が溜まるとダンパが

　　開き排水する構造になっています。

　・従って、マイナス圧で吸い上げている静圧分(ファンの全静圧)に充当する

　　水頭圧＋２０ｍｍの封水高さが排水に必要となります。

　・この封水高さが得られないと空調機のドレンパン内にドレン水が溜まり

　　更にドレン水がドレンパンから溢れると言う事故を起こす可能性があります。
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ウォーターベストを空調機ドレン排水に使用する場合の封水高さの取り方

【封水高さの求め方】（空調機の静圧がマイナス圧時限定）

　封水高さ[mm]≧（全静圧[Ｐa]÷９.８）＋２０[mm]

　※ＫＷＣシリーズのみ → 封水高さ[mm]≧（全静圧[Ｐa]÷９.８）＋４０[mm]



【空調機の静圧がプラス圧になる場合】
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ドレンパン
底面位置

※ウォーターベスト本体底面から
　＋２０[mm]になります

（全静圧[Ｐa]÷９.８）＋２０[mm]

封水高さ[mm]≧

ＫＷＹシリーズの場合

ＫＷＣシリーズの場合

ドレンパン
底面位置

封水高さ[mm]≧

（全静圧[Ｐa]÷９.８）＋４０[mm]
※ウォーターベスト本体底面から
　＋４０[mm]になります

封水高さ≧①

封水高さ[mm]①≧下記※参照（ダンパー開口までの排水容量の高さ）

　　　　　　　　※　５００Pa対応型：５０ｍｍ以上
　　　　　　　　　１０００Pa対応型：１５０ｍｍ以上

①※

ドレンパン
 底面位置

ＫＢプラス圧シリーズ限定


